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学年：       学籍番号：             名前：                             

 

温度と熱移動（伝熱）【教科書 p.83 練習問題】 

問題 

番号 
○ or × 理由 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

⑦   

⑧   

⑨   

⑩   

⑪   

⑫   

⑬   

⑭   

⑮   

 



建築環境工学 I（第６回目）［火曜日・08:40〜10:10・中講義室２］ 

2026.05.26 

環境共生学部・居住環境学専攻 

辻原万規彦 

 

- 57 - 

 

学年：       学籍番号：             名前：                             

 

室温と熱負荷（断熱性・気密性）【教科書 p.84 練習問題】 

問題 

番号 
○ or × 理由 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   
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復習プリント 

学年：       学籍番号：             名前：                             

第２回目（04/21）から第５回目（05/19）までの講義の内容を，自分なりに，整理してください。まとめてくださ

い。下記の欄のみにまとめてください。 
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学年：       学籍番号：             名前：                             

 

【演習問題】屋外側から順に，サイディング 12mm，グラスウール 150mm，コンクリート 100mm，石こうボード

10mm でできた外壁があるとします。また，屋外側の壁の総合熱伝達率と室内側の壁の総合熱伝達率を，それ

ぞれ 23 W/m2･K，9 W/m2･K とし，サイディング，グラスウール，コンクリート，石こうボードの熱伝導率をそれぞれ

0.160 W/m･K，0.044 W/m･K，1.500 W/m･K ，0.210 W/m･K とします。外気温度４℃，室内の温度 21℃

とした時，室内から屋外に流出する外壁１m2当たりの熱エネルギーの移動量を求めてください。 

 次に，この熱エネルギーの移動量を半分にするには，グラスウールの厚さを何 mm にすればよいですか。グラスウ

ールの厚さを求めてください。 

【平成 24 年度の定期試験問題より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


